
平井西小学校応援団実践報告書 

                             

１ 校長及びコーディネーター氏名 

   平井西小学校長    井上 典子 

       代表      岡田  忠                      

２ 今年度の活動内容 

応援団の種類 応援団の名称 活動内容 

安全・安心 

 

 

旗振り 

安心安全パトロール 

校外学習の引率 

○登校時の安全を見守る。 

○通学路で下校時の安全を見守る。 

○校外学習をするときの安全支援 

学習活動・行事 開校 60 周年実行委員会 

昔遊びお手本 

ミシン学習支援 

調理実習支援 

理科学習支援 

地域の歴史がたり 

道徳授業ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ 

○周年行事の計画・推進・学校支援をする。 

○昔遊びの支援をして、一緒に楽しむ。 

○安全を見守り技術指導の支援をする。 

○安全を見守り技術指導の支援をする。 

○安全を見守り実験・観察指導の支援をする。 

○地域の昔の様子を児童に話す。 

○道徳授業公開講座で授業をする。 

読書活動 読み語り 

図書室整備 

○学級に入って本の読み語りをする。 

○本の修理や本の整頓を行う。 

環境整備 植物の世話 

ベルっ子クラブ 

○夏季休業中、休日の水やり等をする。 

○ベルマークの仕分け、発注をする。 

３ 学校応援団組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平井西小学校 
代表・コーディネーター 学校の担当窓口(副校長) 

すくすくｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 

PTA・父ちゃんズ 

 

地域・町会 

 
・ワンダーランド 

・お茶会   ・たこあげ 

・お話会   ・積み木  

・クリスマス会 

・お楽しみ会 

・工作教室 

・スポーツ交流会 

・読み語り ・図書館整備 

・運動会・音楽会・学校公開 

・登校時安全見守り 

・校外学習の安全見守り 

・ベルマーク活動 

・おもちつき ・西っ子まつり 

・開校６０周年行事推進 

 

 

 

・安心安全パトロール 

・おもちつき 

・授業協力 

・ふれあい給食 

・夏休みラジオ体操 

・植物の世話 

・防災訓練 

 



４ 今年度の成果と今後の課題 

  ＜成果＞ 

・ 開校６０周年事業を学校応援団とも連携して行い、地域の方にとっても心に残る行事にす

ることができました。 

・ 学校と応援団の窓口が明確になったことで連絡を多くとれるようになり、連携が組織的に

できるようになりました。 

・ 「学校応援団」として立場が明確なったことで、保護者や地域の方の学校支援への意識が

高まり、多くの方が来校してくださるようになりました。 

・ 児童と応援団の方が直接ふれあう機会が増え、教育活動が充実しました。 

・ 学校応援団活動を通して、それぞれの応援団の方同士の交流が深まりました。  

＜課題＞ 

・ 学校応援団のメンバーの人数の増加があまりありませんでした。

人材の発掘が課題です。 

・ 管理職が窓口になり対応することがほとんどです。教職員との連

携の機会をもっと増やしたいです。 

・ 学校便りやホームページ等を活用し、活動の様子や団員募集の情

報等を積極的に知らせ、活動の活性化を図りたいと思います。 

 

 ５ コーディネーターより   

  学校応援団の代表岡田忠です。応援団も２年目が終わり、平成２５年度は３年目に入ります。

今までやってきた下校の時の安全見守りや夏休みのラジオ体操。ラジオ体操では、今年度は子供

たちの参加人数も増え、町会としても大変喜んでいます。平成２５年度は、今年度と違えいろい

ろな面でがんばりたいと思います。 

  今後とも、学校、ＰＴＡ、地域の方々と協力して、子供たちが元気になるように見守りたいと

思っております。皆様の協力をよろしくお願いします。 

 

６ 学校長より 

平井西小の応援団は、笑顔の応援団です。温かい平井西の地域に守られて素直に育つ子供たち

は、みんなの笑顔の元です。下校時の安全パトロールや蚕の糸採り、地

域の歴史語りや本の読み語り、父ちゃんズの道徳授業など、学校応援団

の活動は子供たちになくてはならないものばかりです。もちつき大会や

ベルっ子クラブ（ベルマーク）などが加わり、笑顔が広がっていること

が自慢です。 

  今年度は開校 60周年を迎え、応援団の皆様のおかげで素晴らしい周年

行事ができました。これからも、学校と共に歩む笑顔の応援団を、よろ

しくお願いします。    

 

 


